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100 年後も⽊造で建築できることを願って︕ 
建設会社や施主とともに植林活動 

「次世代へ繋ぐ森林づくり」４⽉１３⽇開催 
 
株式会社佐藤⽊材（本社︓佐賀県神埼市、代表︓佐藤 英）は、寺社仏閣の建設を主に⼿掛ける株式会社宮崎建設
（本社︓福岡県うきは市、代表︓井上 匡広）とその施主である寺社(賛同寺社⼀覧を次⾴に掲載)関係者と共に、
2024 年 4 ⽉ 13 ⽇（⼟）に佐賀県佐賀市富⼠町の森林で、植林イベント「次世代へ繋ぐ森林づくり」を開催します。 
 
今回は、関係者総勢 50 名での植林イベントとなります。100 年後も資源循環型の社会が継続し、 緑豊かな森林に囲ま
れながら、国産の⽊材を活⽤した⽇本ならではの⽂化と暮らしが営まれる、持続可能な社会の実現も⽬指しています。 
ご多様の中とは存じますが、取材のご協⼒をお願い申し上げます。 
 
【開催概要】 
イベント名称 ︓「次世代へ繋ぐ森林づくり」 
開催期間 ︓2024 年 4 ⽉ 13 ⽇（⼟）10 時から 13 時 
開催場所 ︓佐賀県佐賀市富⼠町⼤字⼩副川(株式会社佐藤⽊材社有林) 
イベント概要 HP︓http://www.satomoku.com 
     

 
 
 
 
 
 
 

 

イベント実施の経緯 
① 事業内容 

株式会社佐藤⽊材(以下、弊社)は、昭和初期に創業した素材⽣産事業者(⽴⽊を伐採・搬出する事業を⾏う業者)で
す。現代表の代で、植林や育林までを⾏い、当時の素材⽣産事業者では珍しい⼀貫作業にいち早く取り組みました。平成
18 年に法⼈化後、本業である素材⽣産事業に加え、製材事業や、⾃社⽣産の原⽊を全て⾃社販売する事業にも着⼿
し、創業地である脊振でも⾯積の 8 割を占める森林の保全や適正な管理に取り組んでいます。 
 

② 会社の取り組み 
⼀⽅社会全体に⽬を向けてみると、およそ 30 年前には⼀部で、森林内での伐採等、森林の循環を⽣み出す⾏為が、環
境破壊であるかのような印象を持たれたかと思えば、近年はむしろ、国産⽊材の利活⽤による環境保全などのように、森林
の循環を⽣み出すことの重要性を提起するなど、森林を取り巻く環境は右往左往しているようにも感じられます。そのような中
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でも、⽊材価格の低迷や後継者不⾜等の課題を抱えながら、森林の所有者は森林の⼿⼊れに取り組んでいます。 
そこで弊社では、森林や林業、国内産の⽊材に関する様々な情報発信を⾏い、より多くの⼈に、森林や国内林業の活性
化のために必要なことに気づいてもらうため、およそ 20 年前に社会貢献の⼀環としてNPO法⼈を設⽴し、これまでに様々な
イベント活動や家づくりに取り組んできました。 

 
③ 今回のイベントについて 
私たちが緑豊かな⾃然を感じ、澄んだ空気と豊かな⽔に恵まれて⽣活するための⼀つとして、森林は⽋かせない存在で、多く
の個⼈や団体所有者の⻑い年⽉をかけた管理努⼒により保全がなされています。その森林を保全していくためには、伐って・
植えて・育てるという循環がとても⼤切です。 
しかしながら、⼀部では伐採後の植林がなされない植林放棄地も⽬⽴ち、所有者によっては⽊材価格の低迷や後継者の
不在等により、再造林への意欲はあっても取り組むことが難しい状況にある⽅もおられます。 
森林は個⼈の財産という側⾯だけでなく、⽔源涵養や環境保全などの公益的機能も有しており、その機能を維持するために
は、適切な管理が⽋かせません。私たちが当たり前のように⽬の前にする緑豊かな森林を後世に残していくためには、所有者
だけではなく、私たち⼀⼈⼀⼈がなんらかの関わりや関⼼を持ちながら、森林保全を進めていくことが⼤切です。 
⼦供や孫の世代が緑豊かな環境の中で、不⾃由なく⽊材を活⽤しながら⽣活ができる環境を継承するためにも、弊社が発
起⼈となって、森林やそれを取り巻く現状への理解と、川上(⽣産者)、川下(消費者)のつながりを創出する植林活動を実
施したいと考えました。 
具体的には、⽊を使う事業者、⽊の消費者(施主など)に苗⽊代の⼀部を負担してもらい、関係者が森林に⾜を運んで植
林を⾏うというものです。 
今回はその記念すべき第⼀回⽬のイベントとなります。弊社の想いに賛同してくださった宮⼤⼯の株式会社宮崎建設とその
施主(賛同いただいた寺社の名称は下記に記載)、と⼀緒に杉や檜のほか桜の苗⽊、計 500 本を植林します。 
ぜひ活動の様⼦を取材いただきたくお願い申し上げます。 
<賛同してくださった寺社⼀覧＞ 
⽵松天満宮⽒⼦⼀同    (福岡県⽥主丸町) 
浄⼟真宗本願寺派 ⻄⽅寺(福岡県朝倉市) 
浄⼟真宗本願寺派 徳永寺(佐賀県⿃栖市) 
浄⼟真宗本願寺派 光周寺(⼤分県九重町) 
浄⼟真宗本願寺派 妙福寺(熊本県南関町) 
浄⼟真宗本願寺派 千福寺(佐賀県⿃栖市) 
浄⼟真宗本願寺派 観⾏寺(熊本県⼋代市) 
真宗⼤⾕派      願正寺(福岡県広川町) 
曹洞宗         妙安寺(佐賀県佐賀市) 

 

株式会社宮崎建設の取り組み 
⽊の特性を活かした本格⽊造建築による寺社仏閣の建設に取り組む 
私たち株式会社宮崎建設は、昭和 40 年創業以来、製材機械を⾃ら保有し、御⽤
材のほとんどを原⽊で仕⼊れ、製材・加⼯・保管しながら、寺社建築を主に⼿がけてま
いりました。 
私たち宮⼤⼯は、施⼯する建物が⻑持ちするために、⽊の癖を⾒極めながら作業に取
り組んでいます。その⽊の癖を⾒極めるためには、⽊の育った環境を知ることはとても⼤
切だと常に感じています。 
先⼈が育ててくれた⽊を使って作業ができることに感謝し、これから先の将来も、私たち
が受け継いできた⽇本特有の伝統的⽊造建築の技術が継承されていくためには、伐って植えるという森林の循環が途切れること
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なく、潤沢に⽊材が使⽤できる環境が整っていることが⽋かせません。 
このような想いから、今回の株式会社佐藤⽊材さんの取り組みには深く賛同し、私ども宮⼤⼯と施主である寺社関係者で参加
することは⼤変意義のあることだと感じております。(株式会社宮崎建設 代表取締役 井上 匡広) 
【会社概要】 
企業理念 
最⼤の使命︓後世に伝わる本物の建物を残す 
その使命を果たすため、誰もが⼿を合わせてしまうような堂宮を地域で⾝近なものにする 
提供する価値 
１．⽊の命を最⼤限に⽣かす 
２．伝統の技を扱う⼈を育てる 
３．⽊に携わる産業を育む 
社名︓株式会社宮崎建設 
本社所在地︓福岡県うきは市浮⽻町⼩塩 1533 
代表取締役︓井上 匡広 
事 業 内 容︓ ①社寺建築設計施⼯②⼀般住宅設計施⼯③各種リフォーム⼯事 
設 ⽴︓昭和 40 年(平成 2 年法⼈化、平成 25年株式会社へ組織変更) 
H P︓ http://miyazaki-kensetsu.co.jp 
 

参加する寺社関係者の声 
「発注すれば家も寺も建てることができる。ただ、この度⾃分たちの代に本堂を建てる機会が巡ってきたのなら、⼀本くらい⾃分た
ちの⼿で伐採する体験をしてみたらどうだろう。そのほうがきっと⾃分たちの本堂にも愛着が湧くはずだ。その⼿伝いならいくらでもす
るから。そしてその時、⼭主さんがどういった思いや願いを込めて、先祖代々⼭を⼿⼊れしてきたかをぜひ知ってもらいたい。⼤切に
⼿⼊れされた⽊材を使ったなら、次はあなたたちが次の世代のために苗⽊の植林に協⼒し、森林の循環を⽣み出す環境づくりに
⼀役かってもらえるととても嬉しい。」 
 
本堂再建にあたり⽊材を提供くださった株式会社佐藤⽊材へ初めて挨拶に伺った際、社⻑の佐藤英さんが、私ども寺院関係
者・寺総代世話⼈に向けて、上記の話をされました。 
その後、実際に伐採体験の機会を設けてもらいました。その帰りの⾞中で、参加した⾨徒の⽅々が「⼀⽣の思い出になった。」、
「貴重な体験ですごい迫⼒だった。」、「どんな新しい本堂が建つのか今から楽しみだ。」などと⼝々に仰っていたことがとても印象に
残っています。 
 
今回、いよいよ「次世代へ繋ぐ森林づくり」というテーマのもと⾏われる植林活動のお知らせをいただきました。佐藤さんの想いに賛
同し、微⼒ながら協⼒させていただきます。(寺社関係者代表︓浄⼟真宗本願寺派千福寺 住職 中原 誓嗣) 
 
 

担当者より 
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これまで、業務や NPO 活動の⼀環として植林活動を⾏ってきましたが、このような形での植樹活
動は今回が初めてとなります。 
弊社の想いに賛同してくださった株式会社宮崎建設様やその施主の寺社関係者の皆様には、本
当に感謝の気持ちでいっぱいです。 
単に「苗⽊を植える」というだけではなく、緑豊かな森林を後世に繋げる、⽇本の国⼟の約 7 割を
占める森林にある資源をいつの時代においても活⽤することができる環境づくりに繋げる、川下で
ある消費者と川上である⽣産者を繋げる、様々な「繋がり」を創出する取り組みを、多くの動植物
が共⽣する森林で実施していきたいと思います。 
また弊社では、このような取り組みと共に、 森林由来の J クレジット制度を活⽤し、持続可能な森
林環境整備にも努めてまいります。多くの⼈がさまざまな形で森林と関わる機会の創出により、多様な森林づくりが進むことを願っ
ています。(担当者︓株式会社佐藤⽊材 佐藤 美和⼦) 
 

株式会社佐藤⽊材について 
会社説明⽂ 
「植林から育林まで後世に残す森林づくり」という想いのもと、⽴⽊購⼊から伐採・搬出、造林や育林のほか国内産の⽊材をはじ
めとした⾃然素材を多⽤した家づくりに地域の職⼈さんと共に取り組んでいます。 
【会社概要】 
社名︓株式会社佐藤⽊材 
本社所在地︓佐賀県神埼市脊振町⿅路５８５番地１ 
代表取締役︓佐藤 英 
事業内容︓ ①素材⽣産事業②製材事業③建設事業(住宅施⼯・設計) 
設⽴︓ 昭和初期(個⼈事業として・・・昭和 23 年、法⼈化・・・平成 18 年) 
HP︓http://www.satomoku.com 


